
世界の大麻使用者＝

１億8250万人（２０１４年）

UNODC
World Drug Report2016

世界で最も使用者の多い薬物

欧米では若者の大麻経験率は
軒並み高い

EMCDDA prevalence of drug use in Europe
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就学年齢の生涯大麻使用率

英 20-30％

仏 30-40％

ポーランド
20-30％

オーストリア
40-50％



大麻規制政策の多様化（米）

■娯楽用大麻合法化

■医療用大麻の容認

■非犯罪化
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■非合法 ■非犯罪化

■医療用大麻容認 ■医療用大麻+非犯罪化

■娯楽用大麻合法化



改良品種のブランド化
・高ＴＨＣタイプが主流

・日本でもブランド指名の風潮

➢強力な精神作用

➢急性中毒の危険性

➢精神病の引き金

DEAの調査（2013年）
乾燥大麻のTHC濃度は
平均12.55％

DEA Potency 
Monitoring Program

効力を強める大麻
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大麻について教えたいこと

意外に多い急性中毒
➢救急搬送数

人口10万人当たりの救急搬送数
(米2011年データ）
・コカイン 162人
・大麻 146人
・ヘロイン 83人
・覚せい剤 51人

U.S. DEPARTMENT OF HEALTH 
AND HUMAN SERVICES
SAMHSAの2011年調査より
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大麻による救急搬送



大麻について教えたいこと

大麻の作用
➢認知・学習能力への影
響とは

➢青少年の生活にとって

➢継続的な使用でIQ低
下という報告も

National Institute on Drug Abuse（NIDA)

Marijuana Facts for Teens →
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大麻は学校での成績不良と関係してい
ます。注意、記憶、及び学習における
大麻の悪影響は、とくに頻繁に喫煙し
た場合には、数日、時には数週間にわ
たって続くことがあります。毎日大麻を
吸う人では、頭脳が「機能低下」した状
態が、一日の大半あるいは一日中続く
こともあります。

大麻を使わない少年と比較して、大麻
を吸う学生は、成績が劣りがちで、高
校を中退しやすい傾向があります。１０
代の時期に大麻を常用すると、IQが低
下することもあるという研究結果もあり
ます。



日本の青少年の

事例集積が必要！

・極端事例による脅し
は不適当

・科学的知見による裏
付が必要
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作用下の問題行動
➢薬物運転

➢怪我や事故

➢ドロップアウト

➢犯罪への関与

➢その他

大麻について教えたいこと



大麻栽培への注意喚起

p 場所：個室の押入れな
どから、住戸全体での
大規模栽培まで

p 栽培知識：本やインター
ネットで

p 種子：室内栽培用に改
良されたものをインター
ネットで購入

p 目的：自己使用目的が
多いが、営利目的の大
規模事案の摘発も
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薬物問題の情報
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薬物乱用に直面する親と教師のための情報ページ

ドラッグについて、きちんと話そう
青少年の薬物問題を考える会
弁護士 小森 榮

http://www2u.biglobe.ne.jp/̃skomori/
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